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【事業概要】
「新しい生活様式」を踏まえ、まちとみなとを繋ぎ賑わいを創出するカフェを活用した社会実験

【具体的な取り組み】
　まちとみなとをつなぐ仮設店舗を、万代テラスにおいて「新しい生活様式」に対応させつつ、官民
協働で試験的に展開した。主催：新潟西港・水辺まちづくり協議会（国・県・市・民間企業・まちづく
り団体で構成。同協議会内でワーキング「「新しい日常」にぎわい創出ワーキング」を構成して実
施。）、協力：新潟市。
　この展開を通じ、新型コロナウイルス感染症に対し、安心してまちのにぎわいを創出していくた
めの方向性について、アンケート調査の実施や店舗運営にかかる課題等の記録を行うことで、調
査・検討した。
　また、駅から港湾エリアへの既存案内サインがないため、市がサインを設置することでみなとへ
の誘導案内を強化した。

　新型コロナウイルス感染症に対し、安心してまちのにぎわいを創出していくための方向性を調
査・検討した。具体的な取り組み事例は下記のとおり
・水辺の開放的な港湾エリアの広場を会場として、オープンカフェを実施
・ソーシャルディスタンスの確保や手指消毒、検温等の通常の感染症対策に加え、LINE登録等に
よる来場者把握、使い捨て食器及びセルフサービスでの飲食物提供による店舗の運営
・レジ脇やテーブルに設置したQRコード読み取りによる非接触型のWebアンケートを行い、利用
者の属性や行動傾向、感想のほか、オープンスペースでのにぎわいに必要と考えるもの等を調
査

実施にあたり苦労した点
（今後他の会員が実施する

上で注意する点）

　新型コロナウイルス感染症に対し、安心してまちのにぎわいを創出するため、ソーシャルディス
タンスの確保や手指消毒、検温等の通常の感染症対策に加え、水辺でオープンスペースの多い
港湾施設の広場でオープンカフェを行った。開放的な空間で感染症のリスクは軽減され、利用者
からも好評を得たが、開店状況は天候に左右されやすく、集客に苦慮した場合もあった。

実　施　概　要

　特になし

　チラシの配布、のぼりの設置、FacebookやInstagramのSNSなど

　「新型コロナウイルスの影響で閉じ籠り気味になっていたので、新潟にはこんなにいい場所が
あったと改めて再認識した」、「新潟の綺麗な景色を見ながらの飲食は最高でした！外で食べ
る！飲める！癒しでした。できれば……常設して春夏秋冬の新潟を楽しみたい」など肯定的な意
見が多数あった。

令和２年度活動報告書

新潟市

【社会実験】萬代橋サンセットカフェ　－さぁ、新しい日常へ。－

新潟西港・水辺まちづくり協議会
「新しい日常」にぎわい創出ワーキング

報　　告　　者

新潟市都市政策部港湾空港課

　活　動　全　般

　他の会員の参考となる新しい試み等

令和2年8月15日～令和2年11月3日

カフェ利用者　約3500人

229205円
（市負担分：電気・水道料金150000円＋広報用のぼり作成費29205円＋都市サイン設置費50000円）
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※アンケートにご協力いただく場合がございます。

を楽しもう！

※社会実験期間中にアンケートに
ご協力いただく場合がございます。
また、期間中、新型コロナウイル
ス感染拡大や、地震、台風、大雨
等の自然災害の発生時は中止する
場合もございます。

夏だ！海だ
！港だ！川

だ！

 期間中、
　新潟県による万代島地区内の
　　低速電動バスの運行が企画
　　　　されています！

●主 催：新潟西港・水辺まちづくり協議会
　         「新しい日常」にぎわい創出ワーキング
●協 力：新潟市 • 新潟水辺総研設立準備室 • PA
　サンセットカフェ運営
●協 賛：サッポロビール（株）新潟支社本部
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